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 Ｈ８ Ｈ８ Ｈ１８ 残事業費 ０．６億円 

事業の目的 事業内容 

・国道３７２号は播磨地域と丹波地域を結ぶ幹線道路であ

り、阪神淡路大震災時には臨海部幹線道路の代替ルート

として機能した。 

・しかし、当該区間は幅員狭小で歩道未整備区間もあるな

ど、交通の隘路となっている。 

・そのため、バイパスを整備し、緊急輸送路ネットワークの

形成、未改良区間の整備、自転車歩行者の安全性向上

等を図り、地域活性化、産業基盤の安定に寄与する。 

道路改築事業 Ｌ＝４，５５０ｍ 

・ 東工区 ： Ｌ＝２，３５０ｍ 

・ 西工区 ： Ｌ＝２，２００ｍ 

【計画幅員】 ６．５（１２．０）ｍ（２車線+片側歩道） 

【現況幅員】 ５．３（５．８）ｍ（１車線+歩道無し） 

【計画交通量】 ８，９００台/日（Ｈ４２年度推計） 

【現況交通量】 ９，６６３台/日（Ｈ１１交通センサス） 

【負担割合】 国：５．５/１０ 県：４．５/１０ 

事業を取り巻く 
社会経済情勢等 
の変化 

・ 近年の厳しい財政事情の下、既存ストックの有効利用、投資効果のより一層の向上

及びコスト縮減が求められており、他事業において発生した残土の盛土材利用及び東

工区の自転車歩行者道計画の見直し（両側→片側）等を行った。（縮減額 約５．１億円）

・ 早期の用地買収、盛土材の早期確保により、完成予定が１年前倒しとなった。 

進捗状況 

・Ｈ８年度から西工区に着手、Ｈ１１年３月に約２．２kmを供用（西工区概成） 

・Ｈ１１年度から東工区に着手、Ｈ１７年３月に起点側約０．６kmを供用 

・用地買収率は91％を越えており、早期事業効果を発現するために、土地収用法に基

づく事業認定手続きを進めており、Ｈ１８年度前半までに用地買収を完了させる。 

評価視点 評価結果の説明 

（１）必要性 

○安全・安心の確保 

 

 

 

 

 

 

○地域の活性化 

・国道３７２号は、阪神淡路大震災の時に機能が麻痺した臨海部幹線道路の代替路線とし

て見直されるとともに、緊急輸送路に位置づけられており、防災面での必要性が高い。 

・当該区間の沿道には人家店舗等が連たんし、地域住民の重要な生活道路でありながら

大型車混入率が２０．４％と非常に大きく、幅員狭小で極めて危険な状況となっているた

め、バイパスを整備し大型車等の通過交通を排除することで地域の安全と安心を確保す

る 

・自転車歩行者道を整備することにより、歩行者や自転車の安全が確保できる。 

・当該区間の整備により、舞鶴
ま い づ る

若狭
わ か さ

自動車道等の高規格幹線道路と一体となって広域的

な交通ネットワークを形成する国道３７２号の機能強化が図られ、地域間交流を促進し、

観光や産業の発展に寄与する。 

（２）有効性・効率性 ・東工区については、Ｈ１８年度前半までに用地買収を完了する予定であることから、Ｈ１８

年度完成に向けた円滑な事業執行が可能である。 

・費用便益比 Ｂ/Ｃ＝２．４ 

（３）環境適合性 ・大型車等の通過交通を排除することにより、沿道の生活環境が改善される。 

・植樹帯を設けて緑化に努めるとともに、歩道部に透水性舗装を施工して、環境への影響

を最小限とする。 

（４）優先性 ・当事業の実施により、未改良区間が解消され、緊急輸送路ネットワークの整備が進むとと

もに、地域の安全安心が確保されることから早期完成が望まれる。 

・Ｈ１８年度前半までに用地買収完了予定であり、Ｈ１８年度末全線供用が可能である。 

再評価の結果 
継

続 
左の理由

・事業進捗が約９８％であり、Ｈ１８年度完成の見込みが立っていることから、

継続して事業を実施する必要がある。 


